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▲お年寄りに記念品の目録を渡す福田町長（下安井）

長
寿
こ
そ
、
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

数
え
年
九
十
二
歳
以
上
の
皆
様
（
二
十
五
人
）
　
に
、

福
田
町
長
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
長
寿
の
お
祝
を

い
た
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
に
は
、
記
念
品
と
目
録
を
、
ご
家
庭

の
方
に
は
介
護
手
当
と
感
謝
状
を
贈
り
、
そ
の
介
護

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
新
た
に
三
人
の
方
が
九
十
二
歳
に
な
ら

れ
、
数
え
年
七
十
二
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

いつまでも．　　いつまでも　　　　お元気で

／iiこ＼

遠　藤　　　才㌔　谷　田　益　代㌔　八加部　銀　市㌔　白　石　しげよ㌔　白　石　ひさよ㌔
（貝　田）　　　　　（貝　田）　　　　　（本町－）　　　　　（本町－）　　　　　（本町－）
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高
齢
者

吉
　
原
　
新
見
　
ま
つ
㌔
（
九
十
七
歳
）

明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
生

（
新
見
　
昭
三
㌔
　
母
）

久
　
連
　
水
下
す
み
よ
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
九
年
二
月
十
日
生

（
水
下
　
博
㌔
　
母
）

本
町
四
　
住
田
ひ
さ
よ
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
九
年
五
月
十
六
日
生

（
住
田
美
智
恵
㌔
　
母
）

池
の
内
　
加
藤
も
か
よ
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
九
年
十
一
月
一
日
生

（
加
藤
美
和
子
㌔
義
母
）

新
町
二
　
手
島
　
清
子
㌔
（
九
十
五
歳
）

明
治
三
十
年
五
月
二
十
日
生

（
手
島
　
垂
敬
㌔
　
母
）

御
　
机
　
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
一
年
三
月
十
七
日
生

（
川
上
八
千
穂
㌔
　
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
あ
さ
の
㌦
（
九
十
四
歳
）

顕
彰
㊨
の
み
な
さ
ん

明
治
三
十
一
年
六
月
六
日
生

（
小
椋
　
博
㌔
　
母
）

柿
　
原
　
奥
田
を
た
ね
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
生

（
奥
田
　
薫
㌔
　
母
）

美
　
用
　
川
上
　
り
つ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
一
年
七
月
五
日
生

（
川
上
　
金
子
㌔
義
母
）

荒
　
田
　
井
上
　
桝
次
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
四
月
十
九
日
生

（
井
上
　
昭
宣
㌦
祖
父
）

貝
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
六
月
九
日
生

（
遠
藤
規
矩
雄
㌔
　
母
）

杉
　
谷
　
加
藤
と
も
よ
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
加
藤
　
毒
文
㌔
　
母
）

本
町
四
　
下
村
一
代
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
三
十
日
生

（
下
村
　
耕
朗
㌔
養
母
）

貝
　
田
　
森
田
ふ
で
を
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
二
月
十
五
日
生

（
森
田
　
　
智
㌔
祖
母
）

大
河
原
　
清
水
　
む
ら
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
三
日
生

（
清
水
　
隆
婿
㌔
　
母
）

美
　
用
　
下
垣
　
と
し
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
四
月
五
日
生

（
下
垣
　
　
茂
㌔
養
母
）

下
蚊
屋
　
白
根
　
タ
キ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
六
月
十
六
日
生

明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
八
日
生

（
加
藤
　
　
薫
㌔
　
母
）
　
　
下
安
井

柿
　
原
　
加
藤
む
め
よ
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
九
日
生

（
仲
田
　
健
治
㌔
祖
母
）

中
村
　
徳
代
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
七
月
七
日
生

（
中
村
眞
佐
雄
㌔
　
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
よ
し
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
五
日
生

（
小
椋
　
喜
美
㌔
祖
母
）

大
河
原
　
亀
田
　
恒
秋
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
八
日
生

（
亀
田
　
幸
浦
㌔
　
父
）

吉
　
原
　
天
野
　
都
治
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
生

（
天
野
日
出
男
㌔
　
父
）

小
江
尾
　
篠
田
　
藤
吉
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
生

（
篠
田
　
勇
夫
㌔
　
父
）

下
蚊
屋
　
梅
田
と
よ
の
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
四
年
三
月
一
日
生

（
梅
田
　
明
美
㌔
父
の
母
）

杉
　
谷
　
山
野
　
ふ
じ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
四
年
五
月
十
三
日
生

（
山
野
　
博
寿
㌔
　
母
）

（
加
藤
と
も
よ
さ
ん
は
、
十
月
二
十
七
日

に
お
な
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
）

記
　
念
　
品

仲　田　槌　治㌔
（下蚊屋）

照　雄㌔
（御　机）

岡

新　　　カ　ノ㌔
（御　机）

下　垣　きんゐ㌔
（美　用）

輪　静　子㌔
（下安井）

1・－　I

＼＼磁
松　原　千　代㌔　加　藤　政　吉㌔　下　村　きすよ㌔　森

（深山口）　　　　（池の内）　　　　（佐　川）
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町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

町
民
重
空
早
が
誕
生
〃
〃

町
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て

≡
董
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ニ

制
定
審
議
会
で

検
討
重
ね
て

町
民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
て
お

り
ま
し
た
町
民
憲
章
が
制
定
審
議
委

員
会
で
検
討
を
重
ね
、
こ
の
た
び
十

月
十
四
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、
町
制
四
十
周

年
の
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
三
日
に
町
民
憲
章
準
備
委
員

会
が
発
足
し
、
七
月
、
町
民
の
皆
様

へ
町
民
憲
章
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
六
件
の
応
募
が
あ
り
、

十
月
七
日
に
町
民
憲
章
制
定
審
議
委

員
会
（
鳥
取
大
学
の
道
上
教
授
を
は

じ
め
と
す
る
学
識
経
験
者
、
議
会
代

表
、
団
体
役
職
員
、
行
政
の
一
〇
人
）

で
ご
応
募
を
頂
い
た
ご
提
案
を
も
と

に
検
討
を
重
ね
て
、
決
定
し
た
も
の

で
す
。こ

の
町
民
憲
章
は
町
民
一
人
ひ
と

り

が

豊

か

を

自

然

と

伝

統

を

大
切
に
し
、
お
互
い
の
自
覚
と
誇
り

を
持
ち
、
江
府
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
言
え
る
明
る
く
豊
か
を
町
づ
く

り
の
実
現
を
図
る
た
め
の
町
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
す
。

こ
の
町
民
憲
章
に
は
、
一
項
日
ご

と
に
次
の
よ
う
を
意
味
合
い
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

明
る
い

町
づ
く
り
の
た
め
に

一
、
人
を
敬
う
、
や
さ
し
い
心
を
育

て
ま
し
ょ
う
。

①
人
権
を
重
ん
じ
、
明
る
く
豊
か
な

住
み
良
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
心
身
と
も
に
、
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
明
る
い

家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。轟

①
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
老
人

と
子
供
が
生
き
が
い
を
感
じ
る
健
康

で
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
す
を
お
を

心
と
強
い
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
自
然
を
活
か
し
、
個
性
あ
る
豊

か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

①
ふ
る
さ
と
の
豊
か
を
自
然
を
守
り

育
て
緑
に
み
ち
た
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

②
豊
か
を
実
り
を
目
指
し
、
自
然
を

い
か
し
た
産
業
の
発
展
と
創
造
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

「
教
養
を
高
め
、
清
新
な
文
化
の

創
造
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

①
郷
土
の
文
化
や
伝
統
を
守
り
育
て

継
承
し
ま
し
ょ
う
。

②
み
ん
を
で
心
を
合
わ
せ
、
新
し
い

文
化
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
き
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
快
適

な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

①
町
民
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
を
に
を

う
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し

よ
，
つ
。

②
た
が
い
に
信
頼
し
ぁ
ぅ
人
間
関
係

を
つ
く
り
、
差
別
の
な
い
明
る
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
町
の
将
来
の
指
針
と
在

る
町
民
憲
章
。

ご
応
募
を
頂
い
た
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
を
紙
面
を
通
じ
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
町
民
憲
章

わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
を
文
化
と
自
然
を
受
け
つ
ぐ
江
府
町
民
で
す
。

豊
か
で
快
適
を
町
を
つ
く
る
た
め
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
人
を
敬
う
、
や
さ
し
い
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

一
、
健
康
で
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
自
然
を
活
か
し
、
個
性
あ
る
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
教
養
を
高
め
、
清
新
な
文
化
の
創
造
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

「
き
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
快
適
な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

制
定
年
月
日
　
平
成
四
年
十
月
十
四
日
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転属田野層自決BQB

＝保健事業推進功労＝

積極的な保健衛生活動が
みとめられて

▲なごやかな雰囲気の機能訓練（開発センター）

」
パ
パ
」
」
」

■

≧

　

」

こ
の
た
び
、
江
府
町
の
保
健
衛
生

活
動
が
認
め
ら
れ
、
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

十
月
七
日
、
東
京
の
厚
生
省
に
お

い
て
、
表
彰
式
が
あ
り
、
全
国
で
三

十
八
市
町
村
と
十
四
団
体
が
受
賞
し
、

江
府
町
は
鳥
取
県
で
唯
一
。

こ
れ
は
、
県
下
で
最
上
位
の
受
診

率
の
住
民
検
診
と
機
能
訓
練
の
積
極

的
を
取
組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。ま

た
、
婦
人
検
診
も
五
〇
％
を
起

え
、
県
下
一
の
受
診
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

福
田
町
長
は
各
集
落
で
の
行
政
座

談
合
の
折
々
に
　
「
健
康
は
住
民
検

診
か
ら
」
　
と
訴
え
ら
れ
た
こ
と
と

と
も
に
鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
検
診

車
が
各
町
を
訪
問
検
診
し
た
こ
と
も

大
き
を
要
因
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
の
町
と
し
て
更
に
住
民
の
健

康
に
細
か
い
気
配
り
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

▲タスキをとどける交通安全母の会のみなさん

お年寄りに

反射タスキを渡す
－交通安全母の会一

交
通
安
全
母
の
会
（
会
長
加
藤
初

恵
さ
ん
）
　
で
は
溝
口
警
察
署
と
協
力

し
て
、
お
年
寄
り
の
家
庭
を
訪
問
し

反
射
タ
ス
キ
や
チ
ラ
シ
を
配
り
、
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

急
増
す
る
交
通
事
故
。
特
に
高
齢

者
が
巻
き
添
え
に
在
る
事
故
は
後
を

た
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
溝
口
警
察
署

の
方
か
ら
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
て
の

悪
質
な
商
売
も
多
く
、
何
で
も
近
く

の
交
番
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
訴

え
ま
し
た
。

真
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

花
の
手
入
れ
に
汗
流
す

池
の
内
の
み
な
さ
ん

▲みんなで力を合わせて花の手入れ

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
各
地
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
、
俣
野
の
池

の
内
で
も
、
有
志
が
集
ま
っ
て
花
の

手
入
れ
の
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。快

い
汗
を
流
し
た
皆
さ
ん
は
自
分

た
ち
が
手
入
れ
を
し
た
花
が
す
く
す

く
育
つ
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
し
た
。

池
の
内
集
落
の
玄
関
は
ま
も
な
く

花
が
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
人
を
和
ま

せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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献血

お世話になりました

十
月
十
四
日
に
献
血
車
が

江
府
町
に
参
り
ま
し
た
折
、

次
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
紙
面
を
通

じ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。太

字
は
四
〇
〇
c
c
の
献

血
を
頂
い
た
方
々
で
す
。

江府町農協本所前　　江尾郵便局前

文
弘
二
弘

正
道
賢
康

口
見
本
谷

砂
新
田
大

フジタ道路・東洋
道路共同企業体前

昭
二
史
渉
保
夫
治
昭
文
士
一
己
夫
男
之
明
志
之

佳
研
千
　
博
明
真
輝
忠
和
健
利
将
悦
俊
　
高
昌

根
田
訂
川
本
信
村
内
野
本
田
東
川
上
原
田
川
松

山
岩
原
福
地
池
北
牧
瀧
岡
池
伊
自
川
中
角
小
赤

津　澤　恵美子
長　岡　千　里

子
美
男
樹
恵
勉

宇田川　紀
相　見　照

河　合　博

西　村　弘

川　上　幸

江府町役場前

三　上　由理子
加　藤　美和子
宇田川　　　潔
清　水　孝　司

井　上　あけみ

阿　部　朝　親

太　田　　　厚

森　田　哲　也

中　野　厚　志

谷　口　博　志

千　藤　　　正

山　川　浩　市

藤　原　　　明

宇田川　千万亀
小　林　健　治

長　岡　邦　－

彦
巧
優

森　田　勝

桑　原

山　本

井上健治氏
自治大臣表彰に輝く

井上健治氏

十
月
五
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お

い
て
、
前
江
府
町
長
の
井
上
健
治
さ

ん
が
自
治
大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
、
町
長

と
し
て
地
方
自
治
行
政
に
貢
献
さ
れ

た
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

町
行
政
に
多
大
を
貢
献
を
さ
れ
た

井
上
健
治
さ
ん
に
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

人事紹介

教
育
委
員
長

－
影
山
猛
氏

教
　
育
　
長

加
藤
努
氏

こ
の
た
び
、
九
月
三
十
日
を
も
っ

て
妹
尾
衛
教
育
委
員
長
、
遠
藤
克
美

教
育
長
が
任
期
満
了
と
を
り
、
新
し

く
木
村
悦
子
さ
ん
、
加
藤
努
さ
ん
が

教
育
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

を
お
、
四
月
に
辞
職
さ
れ
て
い
ま

し
た
教
育
委
員
の
川
上
卓
雄
さ
ん
の

後
任
は
九
日
二
十
五
日
に
川
上
富
夫

さ
ん
が
な
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
月
一
日
付
を
も
っ
て
、

教
育
委
員
長
は
影
山
猛
さ
ん
、
教
育

長
は
加
藤
努
さ
ん
が
就
任
さ
れ
、
教

育
委
員
会
は
次
の
と
お
り
決
定
い
た

●

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
長

同

委

員

長

代

　

行

　

者

教
育
委
貝

教
育
委
員

教
　
育
　
長

影
山
　
　
猛

加
藤
美
佐
子

木
村
　
悦
子

川
上
　
富
夫

加
藤
　
　
努

動
　
建
設
課
長
に

小
澤
章
正

（
商
工
観
光
課
長
）

九
日
三
十
日
付

退
職
　
板
井
　
久
（
建
設
課
長
）

退
職
　
松
原
良
枝
（
農
林
課
長
補
佐
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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農
業
の
体
験
を

書
い
て

み
ま
せ
ん
か

＝
農
山
漁
村
婦
人
の
生
き
方
に
関
す

る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
を
＝

農
業
を
営
む
婦
人
が
日
常
生
活
を

通
し
て
、
日
頃
色
々
と
考
え
て
い
る

こ
と
、
抱
負
、
提
言
を
ど
の
作
文
を

募
集
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

①
テ
ー
マ

A
　
「
記
帳
を
生
か
し
た
わ
が
家
の

く
ら
し
と
経
済
」

B
　
「
農
山
漁
村
に
生
き
る
私
の
抱

負
」

テ
ー
マ
は
A
・
B
の
ど
ち
ら
か

の
部
門
で
、
タ
イ
ト
ル
は
自
由
。

②
応
募
資
格

農
林
漁
業
に
従
事
す
る
婦
人
の

方
。

③
そ
の
他

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
横
書

き
で
三
枚
～
五
枚
程
度
。

テ
ー
マ
・
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
を

記
入
し
て
下
さ
い
。

○
応
募
し
め
切
り

十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

○
提
出
先

〒
六
八
〇
　
鳥
取
市
東
町
一
丁
目

鳥
取
県
農
林
水
産
部
農
業
改
良
課

（
〇
八
五
七
－
二
六
－
七
二
七
四
）

○
表
　
彰

審
査
委
員
会
の
選
考
に
よ
り
、
知

事
賞
二
点
、
優
秀
賞
五
点
、
佳
作

数
点
を
決
定
し
、
平
成
五
年
二
月

十
日
（
水
）
開
催
の
農
山
漁
村
婦

人
の
日
推
進
大
会
で
表
彰
を
行
い

ま
す
。

ね
た
き
り

防
止
講
習
会

の
開
催

お
年
寄
り
が
ね
た
き
り
に
を
る
要

因
に
は
様
々
を
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
脳
卒
中

や
骨
折
な
ど
を
予
防
す
る
こ
と
や
介

護
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
し
て
下
さ
い
。

○
日
時
　
十
一
月
二
十
日
（
金
）

午
後
一
時
～
四
時

○
会
場
　
日
野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

○
内
容
　
講
演
及
び
実
技

「
い
き
い
き
と
老
い
る
た

め
に
」

－
寝
た
き
り
か
ら
の
脱
出
I

・
講
師

元
森
本
外
科
脳
神
経
外
科

医
院婦

長
．
石
賀
純
子
先
生

・
実
技
　
根
雨
保
健
所

○
主
催
　
根
雨
保
健
所

tl′∴

交
通
事
故
は
あ
っ
て
は
怒
ら
を
い

し
、
起
こ
し
て
も
在
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
危
険
に
遭
遇
す
る
可
能

は
香
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

不
幸
に
し
て
事
故
に
ま
き
こ
ま
れ

た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
次
の
と
こ
ろ
に
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
電
話
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
所

鳥
取
市
今
町
一
丁
目
一
〇
三

住
友
生
命
ビ
ル
三
階

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

℡
〇
八
五
七
・
二
四
・
四
二
三
三

〇
相
談
日
　
月
曜
～
金
曜

午
前
九
時
半

～
午
後
四
時
四
〇
分

（
社
）
日
本
損
害

保
険
協
会

と
は
？

昭
和
二
十
一
年
一
月
に
設
立
し
た

日
本
損
害
保
険
協
会
は
、
昭
和
二
十

三
年
に
社
団
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ

現
在
、
二
十
五
社
の
損
害
保
険
会
社

を
社
員
と
す
る
事
業
者
団
体
で
す
。

事
業
内
容
と
し
て
、
損
害
保
険
に

関
す
る
諸
問
題
の
調
査
、
研
究
や
各

種
保
険
の
改
善
に
関
す
る
調
査
を
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
お
、
こ
の
　
「
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
日
本
損
害
保
険

協
会
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
、
皆
様
の

た
め
に
親
身
に
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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労
働
保
険
（
労
災
工
雇
用
保
障
）
へ

の
加
入
手
続
き
を

●
対
象
者

江
府
町
に
所
在
す
る
徴
収

義
務
者
（
官
公
庁
・
個
人

の
青
色
事
業
者
を
除
く
）

（
詳
細
は
、
米
子
税
務
署
法
人
課
税

第
一
部
門
〇
八
五
九
－
三
二
－
四
一

二
一
に
電
話
く
だ
さ
い
。
）

暮
ら
し
を
支
え
る
税

労
働
省
で
は
十
月
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
の
実
施
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
未
手
続
き
事
業
所
も

あ
る
よ
う
で
す
。

労
働
保
険
は
労
働
者
が
労
働
災
害

や
失
業
等
の
保
険
事
業
に
遭
遇
し
た

時
、
必
要
を
保
険
給
付
を
行
う
と
と

も
に
、
生
活
の
安
定
、
再
就
職
の
促

進
等
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
し
て
い

れ
ば
、
法
律
に
基
づ
き
加
入
し
を
け

れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
な

い
事
業
主
は
、
是
非
加
入
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
調
整
の

説
　
明
　
会

平
成
四
年
分
給
与
所
得
者
の
　
「
年

末
調
整
説
明
会
」
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

●
日
時
　
十
一
月
十
八
日
（
木
）

午
後
一
時
三
〇
分
～
四
時

●
場
所
　
溝
口
町
中
央
公
民
館

（
溝
口
町
役
場
に
隣
接
）

青
色
申
告（

平
成
四
年
分
）

決
算
税
明
会

平
成
四
年
分
青
色
申
告
決
算
説
明

会
を
個
人
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
月
）

●
場
所
　
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

（
午
前
十
時
～
十
二
時
）

江
府
町
農
協

（
午
後
二
時
も
四
時
）

（
主
催
は
米
子
税
務
署
で
す
。
）

将
来
の
た
め
に

国
民
年
金
に

1
1
月
は
、
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
で
す
。

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

ま
た
思
わ
ぬ
事
故
や
病
気
で
障
害
者

と
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
国
民
共
通

の
基
礎
年
金
を
支
給
し
生
活
の
安
定

鴫

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
的
年

金
制
度
で
す
。

明
る
く
健
や
か
を
老
後
を
送
る
た

め
、
自
分
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
今

一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

税を知る通関

あ

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

税
を
知
る
週
間
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
妾
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
主
要
を
財
源
と
し
て
、
つ
か
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
義
務

れ
こ
れ

と
し
て
税
金
を
納
め
る
の
で
は
を
く
、

税
金
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
に
つ
い

て
十
分
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
週
間
に
は
次
の
よ
う
に
、
税

に
つ
い
て
の
相
談
や
税
金
展
を
ど
も

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

歳埠1，808円当たりの幼くえを息でキまう＝ト・．よう．．‾　平成4年度十国の孝灘

　　 123円
その他

1 ，0 0 0 円 ・228円　 電 撃

国のいろいろな施策 国債費
のための醐 壷

義 ■

防衛票 数

薄．涌 ■‾〔　 冨筈讐誌三宝完を

9円 梅酢 ．176

壷

円 ■■・

／1，
○■古川 迫　 ＝一一■＿一・・県や市野相へ

酬 用　 が ′さ　 、操や市桝 ぬ壮＿　　　　傷を紡げ杏樹

教育や科学の振興　　　　　 公共事業　　　　　　　　　 社会保障

校舎の建設や宇宙開発　　　　　　　 健等・道路・公鹿　　　　　　　　　 病気をなおしたり
のための費用　　　　　 などをつくる鸞用　　　　 お年寄りなどを助　　　　　　　　　　　　　　　ける費用

「税の無料相談と税金展」

●11月12日㈱～14日出　午前10時～午後5時
●米子市高島屋1階東側入口

（主催米子税務署）

Soumu
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人
の
動

お
誕
生

お
め
で
と
う

9月届け執

健
治
　
長
男

愛
敬
　
長
女

義
也
　
二
男

琢
也
　
長
男

本
一
小
林
　
良
太

ひとこと′

ふたこと

自らの限界に挑む
サスペンス作家山村美紗さん

のインタビューを聞いて

柿
原
　
加
藤
　
慶
恵

し
ー
′
つ

御
机
　
加
藤
　
　
翔

武
庫
　
梅
林
　
大
樹

藤字
原　田　　　／

結
祝姫
し　を

ま

す

小
江
尾
　
　
土
居
　
市
夫
　
　
6
6
歳

一
幸
宅

吉
　
原
　
　
天
野
　
米
子
　
　
8
4
歳

忠
雄
宅

貝
　
田
　
　
岡
田
　
正
宜
　
　
8
7
歳

峯
晴
宅

小
　
原
　
　
谷
口
　
忠
治
　
　
8
4
歳

雅
致
宅

紀

川

子聡
）

武
庫

俣
野
か
ら

境
港
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
公
開

録
画
・
N
H
K
週
刊
レ
ビ
ュ
ー
（
衛

星
放
送
－
十
月
二
十
五
日
）
を
見
ま

し
た
。

ゲ
ス
ト
は
推
理
小
説
家
の
山
村
美

紗
さ
ん
。
時
々
山
村
美
紗
さ
ん
の
小

説
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
一
度
お

話
し
を
聞
い
て
み
た
か
っ
た
矢
先
の

こ
と
で
し
た
。

中
学
校
の
教
師
を
お
辞
め
に
香
っ

て
か
ら
、
現
在
ま
で
、
約
二
十
五
年

間
で
二
〇
四
冊
を
書
き
上
げ
た
と
い

う
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
持
ち
主
。

今
も
、
月
初
め
の
十
日
間
は
一
日
に

二
十
時
間
書
き
続
け
る
と
い
う
。

一
日
に
書
き
上
げ
る
、
原
稿
用
紙

（
四
〇
〇
字
詰
）
　
の
枚
数
約
一
〇
〇

伊

枚
。
計
算
す
る
と
一
時
間
に
五
枚
の

ペ
ー
ス
。
し
か
も
、
テ
レ
ビ
を
つ
け

た
ま
ま
で
の
執
筆
活
動
。
（
テ
レ
ビ

を
つ
け
て
い
る
の
は
情
報
収
集
と
単

調
を
仕
事
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る

た
め
）
そ
し
て
、
全
部
手
書
き
。

私
も
こ
う
し
て
時
々
書
く
こ
と
が

仕
事
で
す
が
、
一
枚
の
原
稿
を
書
く

の
に
一
～
二
時
間
は
十
分
か
か
り
ま

す
。
そ
の
上
に
、
小
説
を
読
ん
だ
方

は
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
あ

の
絶
妙
を
ト
リ
ッ
ク
を
考
え
出
さ
れ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
普
通
の
も
の
に

は
到
底
で
き
そ
う
も
を
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。

ト
リ
ッ
ク
を
考
え
る
上
で
、
創
造

力
の
た
く
ま
し
さ
と
作
品
の
舞
台
と

な
る
状
況
等
を
緻
密
に
情
報
を
収
集

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
あ
る
京
都
を
舞
台
に

し
た
小
説
に
車
が
○
○
通
り
の
∩
×
∪

角
を
左
折
し
た
と
あ
る
と
そ
こ
は
一

方
通
行
を
の
に
と
思
っ
た
り
す
る
と
、

感
想
を
漏
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

四
～
五
時
間
の
睡
眠
で
決
し
て
、

お
若
い
と
は
言
え
な
い
山
村
さ
ん
の

小
説
に
か
け
る
情
熱
の
一
端
に
触
れ
、

限
界
へ
の
挑
戦
、
自
ら
の
可
能
性
へ

の
探
求
等
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
著
名

作
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。（係）

㊨
＠
画
園

▼
町
制
四
〇
周
年
記
念
式
典
が
多
く

の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
江
府
町
も
次
の
五

〇
周
年
に
向
け
て
船
出
。

そ
し
て
、
こ
の
町
制
四
〇
周
年
を

記
念
し
て
新
し
い
町
勢
要
覧
が
完
成
。

過
去
を
物
語
よ
り
未
来
を
措
く
町
勢

要
覧
と
の
考
え
を
も
と
に
作
成
し
ま

し
た
。
全
員
モ
デ
ル
さ
ん
も
江
府
町

の
人
。
こ
ん
な
に
素
敵
な
男
性
、
女

性
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
き
っ
と
思

わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
も
を
く
、
皆
様
の
ご
家
庭
に
も

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
晩
秋
を
テ
ー
マ
に
し
た
表
紙
と
裏

表
紙
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
今
一
歩
、
紅
葉
の
色
が
悪

い
よ
う
な
気
が
す
る
と
は
取
材
先
で

の
古
老
の
言
葉
。

し
か
し
、
多
少
の
色
が
悪
く
と
も

毎
年
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
景
色
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
私
た
ち
は
幸
せ

も
の
で
す
。

土
日
は
県
外
の
行
楽
客
で
い
っ
ぱ

い
な
の
で
朝
早
く
大
山
方
面
へ
行
く

の
が
お
勧
め
で
す
。

朝
の
弱
い
方
、
た
ま
に
は
早
起
き

し
て
大
山
の
紅
葉
を
独
り
じ
め
に
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

Soumu
四角形
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全
山
紅
、
葉

み
ご
と
に
色
づ

い
た
山
々

休
日
と
も
な
れ
ば
、
紅
葉
を
も
と
め
て
行
楽
客
の
車
が

数
珠
つ
な
ぎ
と
な
る
奥
大
山
周
辺
の
道
路
。

こ
こ
奥
大
山
甘
酒
茶
屋
で
は
、
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
が
、
季

節
の
曲
を
奏
で
、
牧
歌
的
な
秋
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い

ま
す
。三

色
に
輝
く
噴
水
の
ほ
と
り
に
た
た
ず
ん
で
、
四
方
の

山
々
が
お
り
な
す
自
然
の
一
大
パ
ノ
ラ
マ
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
上
の
写
真
は
国
民
宿
舎
甘
酒
茶
屋
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
周
辺
）

●

Soumu
四角形

Soumu
四角形


